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Education2030 、ESD for 2030の理論的基盤

異文化間学習・国際理解学習のオンラインセミナーや、地球的課題をテーマとしたフォーラムを実施

西日本における拠点間のネットワーク構築と、連携大学による高大接続

平和、ジェンダー、環境などをテーマとしたオンラインセミナー オンラインフォーラムでは講師と高校生が討論

ALネットワーク拠点の情報集約 HPによる情報と成果の発信 高大接続におけるアドバンスト プレイスメント

広域的WWLコンソーシアムの構築

西日本のALネットワークの成果を集約 全国拠点機関と連携



WWL カリキュラム開発拠点校 8校

広島大学附属福山高等学校

広島県立広島国泰寺高等学校

長崎県立長崎東高等学校

愛媛大学附属高等学校

岡山県立岡山操山高等学校

熊本県立熊本高等学校

宮崎県立宮崎大宮高等学校

中村学園女子高等学校

• 各県の教育委員会、大学と連携した

西日本における拠点校ネットワークの

構築

• 高大連携のオンラインセミナーの実施

• 高大接続のアドバンスト プレイスメン

トを検討



イノベーティブなグローバル人材育成を実施する学校 56校

広島大学附属高等学校
広島市立舟入高等学校
広島県立呉三津田高等学校
広島県立広島高等学校
広島県立福山誠之館高等学校
広島県立叡智学園高等学校
広島県立西条農業高等学校
福山市立福山高等学校
広島女学院高等学校
ノートルダム清心高等学校
武田高等学校
英数学館中学校・高等学校
広島県立賀茂高等学校
近畿大学附属広島高等学校東広島校
広島市立基町高等学校

岡山県立岡山一宮高等学校
岡山県立岡山城東高等学校
岡山県立岡山工業高等学校
岡山県立倉敷天城高等学校
岡山県立倉敷中央高等学校
岡山県立玉島高等学校
岡山県立和気閑谷高等学校
岡山県立岡山大安寺中等教育学校
岡山県立津山高等学校
山口県立下関西高等学校
山口県立山口高等学校
鳥取県立鳥取西高等学校
鳥取県立米子東高等学校
島根県立出雲高等学校
島根県立浜田高等学校



イノベーティブなグローバル人材育成を実施する学校 56校

愛媛県立松山東高等学校
愛媛県立西条高等学校
愛媛県立今治西高等学校
愛媛県立宇和島南中等教育学校
平成済美中等教育学校
愛媛県立八幡浜高等学校
高知県立高知国際高等学校
高知県立追手前高等学校
徳島県立徳島北高等学校
徳島県立城東高等学校
香川県立高松高等学校
香川県立丸亀高等学校

福岡県立香住丘高等学校
福岡県立福岡高等学校
福岡県立小倉高等学校
長崎県立諌早高等学校
長崎県立長崎西高等学校
佐賀県立佐賀西高等学校
大分県立大分舞鶴高等学校
大分県立大分上野丘高等学校
宮崎県立宮崎南高等学校
鹿児島県立鶴丸高等学校
鹿児島県立甲南高等学校
沖縄県立那覇国際高等学校
沖縄県立琉陽高等学校
沖縄県立首里高等学校

・今後も追加予定



広域的WWLコンソーシアムの構築

•全国拠点機関と連携

•西日本におけるALネットワーク
の成果を集約

筑波大学 WWLコンソーシアム構築支援事業 (b-wwl.jp)より



実績報告(2023年度)



実績報告（2024年度）



• 2023年度

総参加者数 1439人

うち高校生 708人（約49%）

オンデマンド 634人

うち高校生 465人（約73%）

• 2024年度

総参加者数 4021人

うち高校生 3468人(約86%)

オンデマンド 3521人

うち高校生 3169人（約90%）



感想

「生物多様性はなぜ必要なのか」

・とても関心深い内容でした。生物多様性という大きな
テーマをどのようにして身近な問題に落とし込むか、難し
いですが将来のためには必要なのでこれから考えてみよ
うと思います。

・自分では生態系維持の大切さを分かっているつもりでも
人に説明しようとすると途端に出来なくなったので、もう一
度考えてみたい。

・本セミナーで扱われた生態系への影響の具体事例は、
システム思考の育成のために大変分かりやすく、生徒も前
のめりで視聴していました。貴重なご講義、ありがとうござ
いました。



感想

「〈民族〉再考

ー現代世界を読み解き直す窓としてー」

• 民族に対する印象や捉え方が大きく変わる非常に興味深
い講義の内容でした。

• 自身が今まで思っていた民族というイメージとは違う学問
的な視点で分析をされており、聞いていてとても興味が湧
いた。

• 興味深い内容のセミナーを行なっていただきありがとうご
ざいました。自分の中での民族と人種の理解・認識が大き
く変わる機会となりました。

• 人類学の見方・考え方（指導要領的）を使うと、民族や人
種をこのように見ることができるのだと気づかされました。



感想

「カースト制度から考えるインド社会」

• カースト制度について自分自身で持っていたイメージと
実際の形式について異なる点がいくつかあった。

• 今はもうほとんどカースト制度が存在しない、という話
も聞くこともあり、実際インドのカーストがどのようになっ
ているのか、全く知らずにいました。これからも自発的に
調べてみたいと思います。

• インドのカースト制度について、今までは単語しか知ら
なかったが歴史的背景を知ることができた。

• 地理でインドのカースト制度について扱うので、とても
参考になりました。特にICT産業の発展については、教
科書にすら間違ったことが書かれていることがわかりま
した。



国連大学見学ツアー（2024年8月5日）

研究の道に進みたい、海外で働
きたいと考えている全国の高校生
を対象に実施し、国連大学の職員
さんとの会話や施設の見学、グ
ループディスカッションを行いまし
た。

2025年度は国連UNITAR広島
事務所を訪れる予定です。



６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2025年度 オンライン セミナー・フォーラム 実施計画

異文化理解・文化人類学・環境・ジェンダー

夏休み 冬休み

・オンラインセミナー（5回）、フォーラム（1回）を実施
・金曜日の16:10～17:00を予定
・セミナーは、40分の講義＋10分の質疑応答で構成

再配信フォーラム



オンラインフォーラム（7月25日実施予定）

「『取り残された人たち』を考える。
～国境なき医師団の現場から～」

セミナー
↓

グループディスカッション
↓

全体での発表
↓

コメント、批評



ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーター

オンラインフォーラム

話題提供

広島大学 教育学部

学生

グループ１

広島大学 総合科学部

国際共創学科 留学生

グループ３

広島大学大学院

人間社会科学研究科 院生

グループ４

広島大学大学院

人間社会科学研究科 院生

グループ２

ブレイクアウトセッション

各グループの意見を発表・全員で共有

各グループに分かれて、討論



再配信

•希望するオンラインセミナーが受講できなかった場合に備え、再配信

を行います

•再配信では、1回目のオンラインセミナーの録画を視聴して頂きます

•質疑応答は、講師と直接やり取りができます

•再配信のオンラインセミナーは、8月以降に行う予定です



• オンラインセミナー、オンラインフォーラム終了後に、アンケートを行います

• Google フォームを用いて、感想や評価を記入して頂きます

• オンラインセミナー、フォーラムの終了後に、QRコードをお示しして、入力画面に

入って頂く予定です

• アンケートの結果は、広島大学WWL公式ウェブサイトに、掲載します

感想・評価

アドバンスト プレイスメントの検討材料に



Q&A





1

オンラインセミナー・フォーラムのお申し込み方法

広島大学 ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業 ホームページ
https://wwl2022ysh.hiroshima-u.ac.jp/



オンラインセミナー・フォーラムのお申し込み方法

2

3

実施日の3日前までに、google
フォームに、学校名、学年、人数な
どを入力

オンラインセミナー・フォーラムのご案内をクリック

４

セミナー詳細・講師紹介お申込みフォーム



オンラインセミナー・講師のご案内



9月19日（金）
早稲田大学基幹理工学部表現工学科教授 郡司幸夫先生

「天然知能で世界を突き抜けろ」
我々は無意識のうちに、人間の思考を計算であると規定してしまう。
思考とは何かを形式化した数学者が、計算機を発明したのだから、
それは仕方のないことでもある。知覚される状況を「問題」と捉え、
それを「解決」することで計算が完了する。それはもはやAIが代
わってやってくれる。

人間のすべきことは、与えられた問題を解こうとしながらも、問題が
問題とならない次元を見つけ、既存の世界を突き抜けていくことだ。
しかしその方法は何かあるのか。科学は、基本的に試行錯誤以外
にないと答える。

しかし芸術家は無意識のうちに試行錯誤よりも確率の高い方法で
「作品化」の賭けに出る。その方法＝天然知能を具体例と共に示そ
う。



10月3日（金）
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所准教授

後藤絵美先生
「イスラームってなあに？

世界史の知識と現代をつなぐ」
中学校や高校の授業ではイスラーム教にまつわる過去が主に扱われ、現
在のことを知る機会は多くありません。一方、イスラーム教徒（ムスリム）は、
近年、世界人口の４分の１を占めると言われるほど存在感を高めていま
す。

みなさんも一緒に勉強をしたり、仕事をしたり、ご近所になったり、友達づ
き合いをしたりすることがきっとあるでしょう。

本講義では、イスラーム教についての基本的な事柄を知るとともに、それ
を信仰する人々が何を大切にしているのか、その暮らしや考え方がどれほ
どの多様性をもっているのかを、具体的に見ていきます。



10月17日（金）
東京大学大学院情報学環教授 田中東子先生

「メディア文化とジェンダー」
みなさんは、普段どのようなメディアを使っているでしょうか？ 情報
の収集やコミュニケーションを、どのようなメディアを利用して行っ
ているでしょうか？

現代社会の中で、みなさんのコミュニケーションは様々なメディア
や情報機器を通じてやり取りされています。また、メディアや情報機
器を通じてやり取りされるデータや情報、コミュニケーションは「メ
ディア文化」を形成し、みなさんのものの見方や考え方に多くの影
響を与えています。

この講演では、特に「ジェンダー」という観点から、みなさんが日々
接しているメディア文化が性別に基づくどのような特徴をもってい
るのか、どのような問題や課題を抱え込んでいるのか、という点に
ついて、明らかにしていきたいと考えています。



11月14日（金）
広島大学大学院総合生命科学研究科教授 西堀正英先生

「ツキノワグマやニホンジカなどの野生動物はどこから
やってきてどこで暮らしているのか？～DNAから野生動
物の生態や生物多様性を観る～」
ツキノワグマの目撃情報がニュースで報道され，里山のみならず街中の
畑までニホンジカがやって来るようになり，人身事故や農作物被害が急
増し，人と動物の在り方をよく考える必要がでてきました。そのためには
その対象，つまりツキノワグマやニホンジカのことを「よく知る」必要があ
ります。

それら動物自体のことは動物園や自然史博物館に行けば学べますが，
それら動物の「生きざま」は動物が棲むフィールドに出向いて，さらには
会って観察する必要があります。しかしながらそれには時間とコストがか
かるのみならず危険も伴います。

そこでそれら野生動物の生息や生態，あるいは多様性などを生物が持
つDNA情報から観察し，それを基にともに考えてみましょう。



日程 講師 セミナータイトル

9月19日（金） 早稲田大学基幹理工学部教授 郡司幸夫先生 天然知能で世界を突き抜けろ

10月3日（金）
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所准
教授 後藤絵美先生

イスラームってなあに？世界史の知識と現代をつなぐ

10月17日（金） 東京大学大学院情報学環教授 田中東子先生 メディア文化とジェンダー

11月14日（金）
広島大学大学院総合生命科学研究科教授
西堀正英先生

ツキノワグマやニホンジカなどの野生動物はどこから
やってきてどこで暮らしているのか？
～DNAから野生動物の生態や生物多様性を観る～

日程検討中
（12月～1月を
予定）

慶応義塾大学環境情報学部教授 今井むつみ 先生 調整中

オンラインセミナー スケジュール

オンラインフォーラム スケジュール

日程 講師 セミナータイトル

7月25日（金） 国境なき医師団 西野恭平 先生
「取り残された人たち」を考える。
～国境なき医師団の現場から～



今後の課題

学校との日程調整

参加者の確保

講師との日程調整

HPの維持調整



教育委員会、拠点校、連携校の先生方へ
お願いとお伺い

•オンライン セミナー・フォーラムのご案内

•再配信のご希望の時間帯

•受講される学年・人数（予定）

•オンラインセミナーにおける質疑応答、

フォーラムにおけるブレイクアウト・セッションの実施方法



広島大学 ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 事務局

公式サイト https://wwl2022ysh.hiroshima-u.ac.jp/

お問い合わせ wwl2022ysh@hiroshima-u.ac.jp
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